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一

　
中
華
民
國
が
成
立
し
て
か
ら
殆
ど
一
週
年
、
黄
龍
旗
が
五
彩
旗
と
變
つ
た
と
共
に
、
支
那
人
の
辮
髮
も
次
第

に
散
髮
と
變
じ
、
清
朝
最
後
の
皇
帝
で
あ
つ
た
宣
統
帝
す
ら
、
昨
夏
既
に
辮
を
解
い
た
と
傳
へ
ら
れ
て
居
る
。

名
物
の
辮
髮
が
そ
の
影
を
中
華
全
土
に
絶
つ
に
至
る
は
、
或
は
遠
き
將
來
で
あ
る
ま
い
と
思
は
れ
る
。

　
こ
の
名
物
の
支
那
人
の
辮
髮
は
、
世
間
で
普
通
に
考
へ
ら
れ
て
居
る
や
う
に
、
決
し
て
清
朝
か
ら
は
じ
ま
つ

た
も
の
で
は
な
い
。
遙
か
そ
の
以
前
の
金
時
代
、
即
ち
今
よ
り
約
八
百
年
前
に
實
行
さ
れ
た
こ
と
も
あ
る
。
金

以
前
に
も
辮
髮
種
族
が
支
那
内
地
を
占
領
し
て
、
國
を
建
て
た
こ
と
が
あ
る
け
れ
ど
も
、
當
時
果
し
て
そ
の
領

内
の
漢
人
が
辮
髮
し
た
か
否
か
は
判
然
せ
ぬ
。
内
地
在
住
の
漢
人
が
、
明
に
辮
髮
し
た
の
は
、
金
以
來
の
こ
と

で
あ
る
。

　
金
即
ち
女
眞
は
辮
髮
種
族
で
あ
つ
た
。
そ
の
辮
髮
に
就
い
て
は
、
宋
の
陳
準
の
『
北
風
揚
沙
録
』
（
１
）
に
、

　
　
人
皆
辮
髮
、
與
契
丹
異
。
耳
垂
金
環
、
留
臚
後
髮
、
以
色
絲
繋
之
。
富
人
用
珠
金
爲
飾
。

と
あ
る
の
が
尤
も
詳
い
記
事
で
あ
る
。
『
大
金
國
志
』
（
２
）
に
も
略
同
樣
の
記
載
を
し
て
居
る
。
辮
髮
の
形

状
は
、
此
等
の
記
録
に
よ
つ
て
も
、
多
少
不
判
明
で
あ
る
が
、
金
と
後
の
清
朝
と
は
同
一
か
、
然
ら
ず
と
も
極

め
て
近
親
の
種
族
の
間
柄
で
あ
る
か
ら
（
３
）
、
女
眞
の
辮
髮
の
形
は
、
滿
人
の
そ
れ
と
大
差
な
か
つ
た
も
の

と
想
像
さ
れ
る
。
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金
は
西
暦
千
百
十
四
年
に
遼
よ
り
獨
立
し
、
千
百
二
十
五
年
に
遼
を
滅
ぼ
し
て
、
中
國
の
北
邊
十
餘
州
を
手

に
入
れ
、
つ
い
で
千
百
二
十
七
年
に
北
宋
の
國
都
開
封
を
陷
れ
て
か
ら
、
中
國
の
半
を
占
領
す
る
こ
と
と
な
つ

た
。
今
の
地
理
で
い
へ
ば
、
直
隷
・
山
西
・
山
東
・
陝
西
・
河
南
の
諸
省
、
及
び
江
蘇
・
安
徽
二
省
の
北
部
は
、

金
の
版
圖
に
歸
し
た
の
で
あ
る
。
か
く
て
金
の
太
宗
の
天
會
七
年
（
西
暦
一
一
二
九
）
に
、
始
め
て
そ
の
領
内

の
漢
人
に
對
し
て
、
胡
服
・
髠
髮
の
令
を
下
し
た
。

　
　
是
年
六
月
行
下
禁
。
民
漢
服
及
削
髮
不
如
式
者
死
。
（
４
）

　
こ
の
禁
令
は
決
し
て
空
文
で
な
か
つ
た
。
實
際
頂
髮
式
に
背
い
た
爲
、
又
は
漢
服
を
着
け
た
爲
に
、
死
罪
に

處
せ
ら
れ
た
者
が
あ
る
（
５
）
。
宋
の
官
吏
で
金
の
手
に
捕
は
れ
た
者
は
、
何
れ
も
辮
髮
を
強
い
ら
れ
た
。
青

州
の
觀
察
使
李
邈
、
保
義
郎
李
舟
（
６
）
、
右
武
大
夫
の
郭
元
邁
（
７
）
等
は
、
何
れ
も
宋
の
忠
臣
と
し
て
、

髮
を
惜
ん
で
義
に
死
し
た
人
々
と
傳
へ
ら
れ
て
ゐ
る
。
宋
の
周
※
の
『
北
轅
録
』
（
８
）
や
、
宋
の
樓
鑰
の

『
北
行
日
録
』
（
９
）
等
、
南
宋
時
代
に
金
へ
使
し
た
人
々
の
紀
行
を
見
る
と
、
金
の
領
内
の
漢
人
が
、
女
眞

服
を
着
け
て
居
つ
た
こ
と
を
明
記
し
て
あ
る
。
已
に
胡
服
す
る
以
上
、
彼
等
は
同
時
に
辮
髮
し
て
居
つ
た
も
の

と
推
察
さ
れ
る
。

　
金
の
章
宗
の
承
安
五
年
（
西
暦
一
二
〇
〇
）
に
、
女
眞
人
・
漢
人
等
の
拜
儀
に
就
い
て
議
論
が
あ
つ
た
時
、

司
空
の
完
顏
襄
が
、

　
　
今
諸
人
袵
髮
皆
從
本
朝
（
金
）
之
制
。
宜
從
本
朝
拜
。
（10
）

と
主
張
し
て
、
そ
の
説
が
實
行
さ
れ
た
。
是
に
よ
つ
て
も
當
時
金
廷
の
官
吏
は
、
女
眞
人
と
漢
人
と
の
別
な
く
、
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一
律
に
胡
服
・
辮
髮
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
之
を
天
會
七
年
の
髠
髮
の
令
と
對
比
す
る
と
、
金
一
代
を
通
じ
て

漢
人
　
　
少
く
と
も
漢
人
で
官
吏
た
る
者
　
　
の
辮
髮
し
た
事
實
に
就
い
て
、
殆
ど
疑
を
挾
む
べ
き
餘
地
が
な

い
樣
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
二

　
金
の
後
に
蒙
古
が
興
る
。
蒙
古
は
西
暦
千
二
百
三
十
四
年
に
先
づ
金
を
滅
ぼ
し
、
續
い
て
千
二
百
七
十
六
年

に
、
南
宋
を
併
せ
て
天
下
を
統
一
し
た
。
こ
の
蒙
古
も
女
眞
と
同
樣
、
辮
髮
種
族
で
あ
る
が
、
辮
髮
の
形
は
可

な
り
相
違
し
て
居
る
。
蒙
古
人
の
辮
髮
の
こ
と
は
、
諸
書
に
散
見
し
て
、
一
々
列
擧
す
る
に
暇
な
い
程
で
あ
る

が
、
中
に
就
い
て
宋
の
孟
珙
の
『
蒙
韃
備
録
』
と
、
宋
の
鄭
所
南
の
『
心
史
』
と
の
記
事
が
、
尤
も
委
細
を
盡

し
て
居
る
。
前
者
は
次
の
如
く
で
あ
る
。

　
　
上
至
成
吉
思









、
下
及
國
人
、
皆
剃
婆
焦
、
如
中
國
小
兒
。
留
三
搭
頭
〔
髮
？
〕
。
在
※
門
者
、
稍
長
則
剪

　
　
之
。
在
兩
下
者
、
總
小
角
垂
於
肩
上
。
（11
）

鄭
所
南
の
記
事
も
略
同
樣
で
あ
る
。

　
　
韃
主
剃
三
搭
辮
髮
（
中
略
）
云
三
搭
者
、
環
剃
去
頂
上
一
彎
頭
髮
。
留
當
前
髮
、
剪
短
散
垂
。
却
析
兩
旁

　
　
髮
。
垂
綰
兩
髻
、
懸
加
左
右
肩
衣
襖
上
。
曰
不
狼
兒
。
言
左
右
垂
髻
礙
於
囘
視
、
不
能
狼
顧
。
或
合
辮
爲

　
　
一
。
直
拖
垂
衣
背
。
（12

）
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此
等
の
記
録
に
よ
る
と
、
蒙
古
人
は
前
頭
と
左
右
兩
側
頭
に
髮
を
留
め
て
、
他
は
皆
剃
り
去
つ
た
も
の
と
見

え
る
。
前
頭
に
留
め
た
髮
は
、
今
日
の
南
支
那
の
婦
人
の
前
髮
の
如
く
、
そ
の
儘
に
垂
下
し
、
兩
側
頭
に
留
め

た
髮
は
、
之
を
辮
み
綰
げ
て
、
幾
分
わ
が
古
代
の
耳
鬘





の
如
く
し
て
、
そ
の
餘
端
を
垂
下
し
た
の
で
あ
る
。
鄭

所
南
の
記
す
る
所
に
よ
る
と
、
左
右
兩
旁
の
留
髮
を
合
せ
て
一
辮
と
な
し
、
宛





も
滿
人
の
辮
髮
の
如
く
、
背
後

に
垂
下
し
た
も
の
も
あ
る
樣
で
あ
る
が
、
然
し
之
は
稀
有
の
場
合
で
、
普
通
は
左
右
両
耳
の
後
に
二
個
の
辮
髮

を
垂
れ
た
も
の
で
あ
る
。
『
竹
崎
季
長
蒙
古
襲
來
繪
詞
』
を
見
て
も
、
國
中
の
蒙
古
人
は
皆
二
個
の
辮
髮
　
　

不
思
議
に
何
れ
も
前
頭
の
留
髮
は
な
い
が
　
　
を
垂
れ
て
居
る
。

　
蒙
古
人
の
辮
髮
の
こ
と
は
、
當
時
東
亞
へ
旅
行
し
て
來
た
西
洋
人
の
紀
行
を
見
る
と
、
一
層
明
瞭
で
あ
る
。

蒙
古
時
代
に
東
洋
に
旅
行
し
た
西
洋
人
の
紀
行
は
可
な
り
多
い
が
、
中
で
もW

illiam
ofR

ubruck

の
紀
行
が

一
番
好
い
材
料
を
供
給
す
る
。R

ubruck
は
フ
ラ
ン
ス
王
の
命
を
奉
じ
て
、
蒙
古
の
憲
宗
の
廷
を
訪
ひ
、
西
暦

千
二
百
五
十
三
年
の
十
二
月
か
ら
、
翌
千
二
百
五
十
四
年
の
八
月
ま
で
、
約
九
ヶ
月
間
蒙
古
に
滯
在
し
た
人
で

あ
る
。
彼
は
蒙
古
人
の
辮
髮
に
就
い
て
下
の
如
く
記
し
て
居
る
。

　
　
男
子
は
皆
そ
の
頭
の
頂
上
を
四
角
形
に
剃
り
開
き
、
こ
の
四
角
形
の
前
方
の
兩
隅
か
ら
蟀
谷






ま
で
、
頭
の

　
　
兩
側
を
剃
り
下
げ
る
。
頭
の
後
部
も
同
樣
頸

窩







ま
で
剃
り
下
げ
る
。
前
頭
に
は
一
束
の
髮
を
殘
し
て
、

　
　
そ
の
餘
は
剃
り
捨
て
る
。
こ
の
殘
し
た
一
束
の
髮
は
そ
の
儘
眉
際
ま
で
垂
れ
散
ら
し
、
頭
の
左
右
兩
側
に

　
　
存
す
る
髮
は
、
編
み
て
兩
耳
の
邊
に
辮
髮
と
す
る
。
（13
）

　R
ubruck

に
先
だ
つ
て
、
ロ
ー
マ
法
皇
の
使
節
と
し
て
、
蒙
古
の
定
宗
の
廷
に
往
つ
たPlano

C
arpini

、
同
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じ
く
ロ
ー
マ
法
皇
の
使
節
と
し
て
、
ペ
ル
シ
ア
のB

aidjou

の
營
を
訪
う
たA

nselm

等
も
、
蒙
古
人
の
辮
髮

に
就
い
て
參
考
す
べ
き
記
録
を
傳
へ
て
居
る
（14

）
。
此
等
の
記
事
を
漢
籍
の
そ
れ
と
比
較
す
る
と
、
蒙
古
人

の
辮
髮
の
有
樣
は
容
易
に
理
會
さ
れ
る
。
『
中
國
歴
代
帝
后
像
』
に
收
む
る
所
の
、
元
の
諸
帝
の
肖
像
を
參
照

す
る
と
、
一
層
理
會
を
容
易
な
ら
し
め
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
三

　
辮
髮
種
族
の
蒙
古
人
が
支
那
を
統
一
し
た
時
、
そ
の
主
權
の
下
に
立
つ
た
漢
人
の
多
く
は
、
辮
髮
し
た
も
の

と
見
え
る
。
蒙
古
時
代
に
は
朝
鮮
で
も
ペ
ル
シ
ア
で
も
、
蒙
古
人
の
直
間
接
の
支
配
を
受
け
た
地
方
で
は
、
一

律
に
辮
髮
が
流
行
し
た
。
西
暦
十
三
世
紀
の
頃
に
、
ペ
ル
シ
ア
地
方
で
は
耶
蘇
教
徒
た
る
と
囘
教
徒
た
る
と
を

問
は
ず
、
多
く
皆
辮
髮
を
し
て
居
つ
た
。
（15

）

　
朝
鮮
で
は
高
麗
の
元
宗
の
時
、
始
め
て
蒙
古
の
風
俗
採
用
の
議
が
出
た
が
、
實
行
さ
れ
ず
に
濟
ん
だ
（16

）
。

元
宗
の
子
の
忠
烈
王
は
早
く
蒙
古
に
質
と
な
り
、
殊
に
元
の
世
祖
忽
必
烈









の
女
、
忽

都

魯

掲

里

迷

失

（K
hutlg

aim
ish

）
公
主
を
そ
の
妃
に
迎
へ
た
關
係
か
ら
、
早
く
辮
髮
・
胡
服
し
て
得
意
滿
面
で
あ
つ
た
（17

）
。
西
暦

千
二
百
七
十
四
年
に
彼
が
元
か
ら
歸
り
、
父
元
宗
の
後
を
承
け
て
高
麗
王
と
な
る
と
、
劈
頭
に
そ
の
國
人
の
辮

髮
せ
ざ
る
者
を
叱
責
し
て
居
る
。
か
く
て
大
臣
先
づ
辮
髮
を
行
ひ
、
後
ち
四
年
に
し
て
千
二
百
七
十
八
年
に
、

國
内
に
辮
髮
の
令
を
下
し
た
。

7



　
　
忠
烈
王
四
年
二
月
。
令
境
内
皆
服
上
國
（
元
）
衣
冠
開
剃
。
蒙
古
俗
剃
頂
至
額
。
方
其
形
留
髮
其
中
。
謂

　
　
之
開
剃
。
（18

）

辛
※
の
十
三
年
（
西
暦
一
三
八
七
）
に
辮
髮
・
胡
服
を
廢
し
て
、
大
明
の
衣
冠
を
と
る
ま
で
（19

）
、
約
百
十

年
間
、
朝
鮮
の
官
吏
、
學
生
等
は
皆
辮
髮
し
た
の
で
あ
る
。

　
朝
鮮
や
ペ
ル
シ
ア
の
例
か
ら
推
測
す
る
と
、
蒙
古
の
支
配
を
受
け
た
漢
人
も
、
或
は
同
樣
で
あ
つ
た
ら
う
と

想
像
さ
れ
る
。
吾
が
輩
は
昨
年
の
一
月
の
『
大
阪
朝
日
新
聞
』
に
、
支
那
の
革
命
に
關
す
る
一
文
を
寄
せ
た
時
、

蒙
古
時
代
に
於
け
る
漢
人
の
辮
髮
の
こ
と
に
論
及
し
て
、
そ
の
直
接
の
證
據
は
未
だ
見
當
ら
ぬ
と
述
べ
て
置
い

た
が
、
そ
の
後
『
皇
明
實
録
』
を
閲
し
て
、
確
實
な
る
證
據
を
發
見
す
る
こ
と
が
出
來
た
。
即
ち
明
の
太
祖
の

洪
武
元
年
（
西
暦
一
三
六
八
）
二
月
の
條
に
、
下
の
如
き
記
事
が
あ
る
。

　
　
詔
復
衣
冠
如
唐
制
。
初
元
世
祖
起
自
朔
漠
以
有
天
下
。
悉
以
胡
俗
變
易
中
國
之
制
。
士
庶
咸
辮
髮
推
髻
。

　
　
深
※
胡
帽
。
（
中
略
）
無
復
中
國
衣
冠
之
舊
。
甚
者
易
其
姓
氏
爲
胡
名
。
習
胡
語
。
俗
化
既
久
、
恬
不
知

　
　
怪
。
上
久
厭
之
。
至
是
悉
命
復
衣
冠
如
唐
制
。
士
民
皆
束
髮
於
頂
（
中
略
）
其
辮
髮
推
髻
胡
服
胡
語
胡
姓

　
　
一
切
禁
止
。
（
中
略
）
於
是
百
有
餘
年
。
胡
俗
悉
復
中
國
之
舊
矣
。

　
明
の
太
祖
が
中
原
を
光
復
す
る
や
否
や
、
胡
元
の
風
俗
を
改
め
、
中
國
傳
來
の
衣
冠
を
再
興
し
た
の
で
、
元

時
代
の
漢
人
が
辮
髮
・
胡
服
し
て
居
つ
た
事
實
は
、
最
早
疑
ふ
べ
き
餘
地
が
な
く
な
つ
た
譯
で
あ
る
。

　
蒙
古
時
代
の
漢
人
の
辮
髮
・
胡
服
を
事
實
と
し
て
、
そ
の
辮
髮
・
胡
服
は
金
時
代
と
同
樣
、
政
府
の
禁
令
に

よ
つ
て
強
制
さ
れ
た
結
果
で
あ
る
か
、
或
は
漢
人
の
迎
合
主
義
で
、
自
ら
進
ん
で
官
憲
の
意
に
阿
つ
た
結
果
で

8支那人辮髮の歴史



あ
る
か
は
、
輕
々
に
斷
定
し
難
い
。
上
に
引
用
し
た
『
皇
明
實
録
』
の
記
事
で
は
、
元
朝
の
政
策
の
結
果
の
樣

に
も
考
へ
ら
れ
る
が
、
然
し
元
一
代
を
通
じ
て
　
　
未
だ
十
分
の
調
査
は
せ
ぬ
が
　
　
漢
服
・
蓄
髮
の
禁
令
は

發
布
さ
れ
て
居
ら
ぬ
樣
で
あ
る
。

　
し
か
の
み
な
ら
ず
高
麗
人
が
服
飾
を
變
更
し
た
時
、
元
の
世
祖
は
却
つ
て
み
だ
り
に
國
風
を
改
む
る
こ
と
を

不
可
と
し
て
、
そ
の
輕
薄
を
戒
め
て
居
る
（20

）
。
さ
れ
ば
蒙
古
時
代
に
朝
鮮
人
の
辮
髮
・
胡
服
し
た
の
は
、

蒙
古
の
命
令
で
な
く
、
例
の
迎
合
主
義
か
ら
實
行
し
た
も
の
で
あ
る
。
主
權
者
の
意
を
迎
合
す
る
こ
と
に
於
て
、

甚
し
く
朝
鮮
人
に
讓
ら
ざ
る
漢
人
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
殊
に
蒙
古
時
代
に
は
漢
人
の
多
く
が
、
自
か
ら
進
ん

で
蒙
古
名
を
稱
し
、
蒙
古
語
を
習
つ
て
、
得
意
と
な
つ
た
事
實
も
あ
る
か
ら
（21

）
、
彼
等
の
辮
髮
も
或
は
迎

合
主
義
の
結
果
か
も
知
れ
ぬ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
四

　
明
一
代
は
中
國
主
義
の
發
揮
さ
れ
た
時
代
で
、
そ
の
二
百
八
十
年
の
間
、
漢
人
は
皆
蓄
髮
し
た
。
さ
れ
ど
明

が
滅
ん
で
清
朝
と
な
る
と
、
復
た
又
辮
髮
が
行
は
れ
て
來
た
。
清
朝
の
辮
髮
に
就
い
て
は
、
吾
が
輩
は
極
め
て

簡
單
な
が
ら
、
昨
年
一
月
の
『
大
阪
朝
日
新
聞
』
紙
上
に
紹
介
し
た
こ
と
が
あ
る
。
清
の
太
祖
・
太
宗
時
代
か

ら
、
遼
東
方
面
に
於
て
投
降
し
て
來
た
漢
人
に
は
、
皆
薙
髮
即
ち
辮
髮
さ
し
て
居
る
が
、
支
那
本
土
に
於
け
る

漢
人
の
辮
髮
・
胡
服
は
、
世
祖
の
順
治
元
年
（
西
暦
一
六
四
四
）
に
試
行
せ
ら
れ
、
翌
二
年
に
強
制
せ
ら
れ
た
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の
で
あ
る
。
順
治
元
年
清
軍
が
關
を
入
る
と
間
も
な
く
、
沿
道
の
漢
人
に
辮
髮
を
命
じ
て
居
る
。
そ
の
五
月
二

日
に
愈
〻
北
京
に
入
る
と
、
そ
の
翌
三
日
に
早
く
も
、

　
　
凡
投
誠
官
吏
軍
民
。
皆
著





薙
髮
衣
冠
、
悉
遵
本
朝
制
度
。
（22

）

と
い
ふ
佈
告
を
出
し
た
。
所
が
こ
の
衣
冠
變
更
は
頗
る
漢
人
の
感
情
を
害
し
、
形
勢
不
穩
と
見
て
取
つ
た
る
當

時
の
攝
政
、
睿
親
王
多
爾
袞









は
、
同
月
二
十
四
日
に
次
の
如
き
諭
文
を
下
し
て
居
る
。

　
　
予
前
因
降
順
之
民
、
無
所
分
別
。
故
令
薙
髮
以
別
順
逆
。
今
聞
甚
拂





民
願
。
反
非
予
以
文
教
定
民
之
本
心

　
　
矣
。
自
茲
以
後
、
天
下
臣
民
照
舊
束
髮
、
悉
從
其
便
。
（23

）

　
即
ち
一
時
辮
髮
と
蓄
髮
と
は
人
民
の
便
宜
に
任
せ
た
の
で
あ
る
が
、
順
治
二
年
（
西
暦
一
六
四
五
）
江
南
ほ

ぼ
平
定
に
歸
す
る
と
同
時
に
、
そ
の
六
月
十
六
日
か
ら
清
廷
の
態
度
は
俄
然
一
變
し
て
、
辮
髮
を
厲
行
す
る
こ

と
と
な
つ
た
。
そ
の
時
の
諭
文
は
左
の
如
く
で
あ
る
。

　
　
向
來






薙
髮
之
制
、
不
即
令
畫
一
、
姑
聽
自
便
者
。
欲
俟
天
下
大
定
始
行
此
制
耳
。
今
中
外
一
家
、
君
猶
父

　
　
也
、
民
猶
子
也
。
父
子
一
體
、
豈
可
違
異
。
若
不
畫
一
、
終
屬
二
心
。
不
幾
爲
異
國
之
人
乎
。
（
中
略
）

　
　
自
今
布
告
之
後
、
京
城
内
外
限
旬
日
。
直
隷
各
省
地
方
、
自
部
文
到
日
亦
限
旬
日
、
盡
令
薙
髮
。
遵
依
者

　
　
爲
我
國
之
民
、
遲
疑
者
同
逆
命
之
寇
、
必
寘
重
罪
。
若
規
避
惜
髮
、
巧
辭
爭
辯
、
決
不
輕
貨
。
該
地
方
文

　
　
武
各
官
、
皆
當
嚴
行
察
驗
。
若
有
復
爲
此
事
、
涜
進
章
奏
、
欲
將
已
定
地
方
人
民
仍
存
明
制
不
隨
本
朝
制

　
　
度
者
。
殺
無
赦
。
（24

）

　
か
く
て
清
朝
の
保
護
の
下
に
立
つ
者
は
、
僧
侶
と
道
士
と
を
除
く
の
外
、
皆
必
ず
辮
髮
・
胡
服
せ
ね
ば
な
ら
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ぬ
こ
と
と
な
つ
た
。
孔
子
の
裔
な
る
孔
文
※
が
、
そ
の
宗
家
の
衍
聖
公
孔
允
植
の
爲
に
、
孔
廟
の
禮
儀
を
執
行

す
る
に
、
新
制
は
不
便
多
け
れ
ば
、
蓄
髮
し
て
先
王
の
衣
冠
を
用
ゐ
た
し
と
願
ひ
出
で
て
大
譴
責
を
蒙
り
、
孔

聖
の
裔
た
る
故
を
以
て
、
僅
に
死
罪
を
免
ぜ
ら
れ
た
と
い
ふ
事
件
も
、
こ
の
當
時
の
こ
と
で
あ
る
。
金
・
元
時

代
　
　
漢
人
の
辮
髮
・
胡
服
し
た
時
代
　
　
で
も
、
曲
阜
の
聖
裔
に
限
つ
て
、
儒
冠
・
儒
服
を
著
け
た
が
、
清

朝
で
は
一
律
に
辮
髮
・
胡
服
を
命
じ
た
の
で
、
そ
の
決
心
の
鞏
固
な
る
一
端
を
察
知
す
る
こ
と
が
出
來
る
。

　
然
し
夷
を
以
て
華
を
變
ぜ
ん
と
す
る
こ
の
規
定
は
、
當
時
の
漢
人
　
　
保
守
的
自
尊
的
で
、
殊
に
父
母
よ
り

受
け
た
る
身
體
髮
膚
を
毀
傷
せ
ざ
る
を
孝
道
の
始
と
信
じ
て
居
る
漢
人
　
　
の
反
感
を
招
い
た
こ
と
は
想
像
以

上
で
あ
る
。
清
廷
も
漢
人
の
反
感
の
大
な
れ
ば
大
な
る
程
、
愈
〻
嚴
重
に
辮
髮
を
厲
行
し
、
留
頭
不
留
髮
、
留

髮
不
留
頭
と
い
ふ
制
札
を
、
江
南
地
方
に
掲
示
さ
せ
た
（25

）
。
之
に
關
せ
ず
漢
人
は
猶
も
頑
強
に
護
髮
の
決

心
を
捨
て
ぬ
。
江
陰
の
虐
殺
も
、
嘉
定
の
屠
城
も
、
畢
竟
こ
の
衝
突
の
一
結
果
た
る
に
過
ぎ
ぬ
。
南
風
競
は
ず

し
て
、
大
勢
不
可
と
極
つ
た
時
で
も
、
頭
可
斷
、
髮
不
可
薙
と
豪
語
し
た
左
懋
第
が
あ
る
。
膝
不
可
屈
、
髮
不

可
披
と
壯
言
し
た
余
煌
が
あ
る
。
欲
將
鬚
髮
還
千
古
、
※
取
頭
顱
擲
九
逵
の
句
を
留
め
た
王
之
仁
が
あ
る
。
勢

不
可
爲
、
髮
膚
將
獻
、
畜
固
難
存
、
薙
亦
見
羞
の
詞
を
殘
し
た
傅
日
炯
が
あ
る
。
更
に
奇
拔
な
者
に
は
、
其
の

頭
髮
を
埋
め
て
髮
塚
を
立
て
、
自
か
ら
嚢
雲
髮
塚
銘
を
作
つ
た
周
齊
曾
が
あ
る
。
そ
の
他
海
島
に
遁
が
れ
た
者
、

山
林
に
隱
れ
た
者
は
、
一
々
列
擧
す
る
に
暇
が
な
い
。
昨
年
上
海
で
出
版
さ
れ
た
『
滿
夷
猾
夏
始
末
記
』
中
に
、

髮
史
の
一
篇
が
あ
る
。
不
充
分
な
が
ら
清
初
の
辮
髮
に
關
係
あ
る
事
件
を
集
録
し
て
あ
つ
て
、
幾
分
の
參
考
に

供
す
る
こ
と
が
出
來
る
。
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五

　
更
に
飜
つ
て
明
・
清
革
命
の
際
に
關
係
あ
る
二
三
歐
人
の
記
録
を
繙
く
と
、
漢
人
が
如
何
に
激
し
く
辮
髮
に

反
對
し
た
か
が
一
層
判
然
す
る
。
第
一
に
〔d'O

rle'ans

〕
の
『
支
那
を
征
服
せ
し
韃
靼
二
帝
の
歴
史
』
は
、

當
時
の
光
景
を
次
の
如
く
描
い
て
居
る
。

　
　
辮
髮
・
胡
服
の
新
制
は
、
痛
く
漢
人
の
反
感
を
招
い
た
。
彼
等
は
所
在
に
滿
洲
政
府
に
對
し
て
叛
亂
を
起

　
　
し
た
。
漢
人
は
異
族
に
羈
絆
さ
る
る
よ
り
も
、
そ
の
羈
絆
の
徽
號






と
し
て
辮
髮
・
胡
服
を
強
制
さ
る
る
こ

　
　
と
を
、
大
屈
辱
と
信
じ
て
居
る
。
さ
き
に
そ
の
頭
を
斷
ざ
ら
ん
が
爲
に
、
羊
の
如
く
柔
順
で
あ
つ
た
漢
人

　
　
は
、
今
や
そ
の
髮
を
斷
ざ
ら
ん
が
爲
に
、
虎
の
如
く
奮
起
し
た
。
當
時
若
し
江
南
の
明
の
諸
王
が
よ
く
一

　
　
致
し
て
、
内
訌
を
釀
さ
な
か
つ
た
ら
、
滿
人
が
果
し
て
よ
く
支
那
を
統
一
し
得
た
か
否
か
は
、
頗
る
疑
問

　
　
に
屬
し
た
の
で
あ
る
。
（26

）

〔d'O
rle'ans

〕
の
著
書
は
西
暦
千
六
百
八
十
八
年
の
出
版
で
、
時
代
は
や
や
後
れ
て
居
る
け
れ
ど
も
、
そ
の

記
事
は
當
時
支
那
在
住
の
耶
蘇
教
士
、
殊
にA

dam
Schall

即
ち
湯
若
望
の
報
告
に
本





い
た
も
の
で
、
頗
る
信

用
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。

　
〔d'O

rle'ans

〕
の
著
書
よ
り
一
層
參
考
に
供
す
べ
き
材
料
と
し
て
、
有
名
な
るM

artin
M

artini

の
『
韃
靼

戰
記
』
が
あ
る
。M

artini

は
漢
名
を
衞
匡
國
と
い
ふ
。
耶
蘇
教
會
の
宣
教
師
で
、
明
・
清
鼎
革
の
際
の
前
後
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に
か
け
て
、
約
十
年
間
南
支
那
に
滯
在
し
て
、
親
し
く
當
時
の
實
地
を
目
撃
し
た
人
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
記
事

の
信
憑
す
べ
き
は
申
す
迄
も
な
い
。
彼
の
『
韃
靼
戰
記
』
に
は
、
辮
髮
に
關
す
る
記
事
尠
か
ら
ざ
る
中
に
も
、

浙
江
省
紹
興
府
に
就
い
て
、
次
の
如
く
敍
述
し
て
居
る
。

　
　
韃
靼
軍
は
格
別
の
抵
抗
を
受
け
ず
に
紹
興
府
を
占
領
し
た
。
浙
江
省
南
半
の
府
縣
も
、
容
易
に
征
服
し
得

　
　
べ
き
形
勢
で
あ
つ
た
が
、
然
し
韃
靼
軍
が
新
に
歸
順
し
た
漢
人
に
辮
髮
を
強
制
す
る
や
否
や
、
一
切
の
漢

　
　
人
　
　
兵
士
も
市
民
も
　
　
は
皆
武
器
を
執
つ
て
起
ち
、
國
家
の
爲
よ
り
も
、
皇
室
の
爲
よ
り
も
、
寧
ろ

　
　
自
家
頭
上
の
毛
髮
を
保
護
せ
ん
が
爲
に
、
身
命
を
賭
し
て
韃
靼
軍
に
抵
抗
し
て
、
遂
に
彼
等
を
錢
塘
江
以

　
　
北
に
撃
退
し
た
。
（27
）

M
artini 

自
身
は
當
時
も
と
仕
へ
て
居
つ
た
明
の
唐
王
の
許
を
辭
し
て
、
南
浙
江
に
居
つ
た
が
、
温
州
陷
落
の

時
、
韃
靼
軍
の
手
に
歸
し
て
、
遂
に
辮
髮
・
胡
服
に
姿
を
變
へ
た
。

　
清
の
順
治
五
年
（
西
暦
一
六
四
八
）
に
起
つ
た
、
江
西
の
總
兵
金
聲
桓
の
叛
　
　
清
軍
の
南
方
經
略
に
一
時

尠
か
ら
ざ
る
障
碍
を
與
へ
た
事
件
　
　
の
眞
相
は
、
支
那
の
史
料
で
は
や
や
不
明
瞭
で
あ
る
が
、M

artini 

に

よ
る
と
、
矢
張
り
辮
髮
に
關
係
し
て
ゐ
る
。
金
聲
桓
が
嘗
て
觀
戲
の
際
、
俳
優
の
著
け
た
支
那
古
代
の
服
裝
を

賞
讚
し
た
の
が
、
彼
の
政
敵
に
よ
つ
て
、
滿
洲
の
服
裝
に
不
滿
を
懷
く
者
と
誣
告
せ
ら
れ
、
罪
を
得
ん
こ
と
を

恐
る
る
餘
り
、
遂
に
兵
を
擧
げ
た
の
で
あ
る
。

　
『
韃
靼
戰
記
』
の
中
で
、
今
一
つ
注
意
す
べ
き
記
事
は
、
清
朝
の
朝
鮮
に
辮
髮
を
強
制
せ
ん
と
し
た
こ
と
で

あ
る
。
そ
の
記
事
に
よ
る
と
、
最
初
朝
鮮
が
清
朝
に
服
從
し
た
時
、
衣
冠
は
そ
の
舊
に
依
る
約
束
で
あ
つ
た
に
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拘
ら
ず
、
後
に
清
朝
は
舊
約
を
無
視
し
て
、
朝
鮮
に
辮
髮
・
胡
服
を
命
じ
た
か
ら
、
朝
鮮
は
之
に
不
平
を
懷
き
、

そ
の
羈
厄
を
脱
せ
ん
と
企
て
た
。
然
し
こ
の
事
件
はM

artini

の
支
那
出
發
間
際
に
起
つ
た
の
で
、
そ
の
後
の

消
息
を
詳
に
せ
ぬ
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
。
（28

）

　
こ
の
記
事
に
は
年
月
を
繋
け
て
な
い
が
、
彼
が
ロ
ー
マ
へ
出
發
す
る
西
暦
千
六
百
五
十
年
頃
の
出
來
事
な
る

は
疑
を
容
れ
ぬ
。
西
暦
千
六
百
五
十
年
頃
は
、
正
し
く
朝
鮮
の
孝
宗
時
代
に
當
つ
て
、
當
時
朝
鮮
と
支
那
と
の

國
際
關
係
頗
る
不
穩
の
状
態
を
呈
し
、
已
に
順
治
七
年
（
西
暦
一
六
五
〇
）
に
は
、
清
廷
よ
り
朝
鮮
に
對
し
て
、

「
其
修
城
集
兵
整
頓
器
械
之
事
、
※




欲

與
朕
爲
難
也
。
（
中
略
）
朕
惟
備
之
而
已
。
夫
復
何
言
」
と
い
ふ
勅
諭

を
發
し
て
居
る
位
で
あ
る
（29
）
。
さ
れ
ど
こ
の
紛
爭
は
衣
冠
の
變
更
と
は
關
係
な
い
樣
に
思
は
れ
る
。
一
寸

清
・
韓
の
史
料
を
調
査
し
た
所
で
は
、M

artini

の
記
事
を
其
の
儘
に
信
用
す
る
譯
に
は
い
か
ぬ
。
或
はM

arti

ni

の
訛
傳
か
、
或
は
吾
輩
の
調
査
の
不
行
屆
か
は
、
更
に
他
日
の
研
覈
に
待
た
ね
ば
な
ら
ぬ
。

　M
artini

は
支
那
か
ら
歐
洲
へ
の
歸
途
に
、B

atavia

に
立
ち
寄
つ
て
、
そ
こ
の
蘭
人
に
明
が
滅
び
、
新
に
興

つ
た
清
朝
は
む
し
ろ
海
外
通
商
に
好
意
を
有
す
る
由
を
告
げ
た
。
之
に
動
か
さ
れ
て
蘭
人
は
清
朝
へ
使
節
を
派

遣
す
る
こ
と
と
な
つ
た
。
西
暦
千
六
百
五
十
五
年
に
派
遣
さ
れ
た
使
者
一
行
は
、
翌
千
六
百
五
十
六
年
（
順
治

一
三
）
の
七
月
に
北
京
に
入
り
、
順
治
帝
に
拜
謁
し
て
居
る
。
こ
の
一
行
に
加
つ
たN

ieuhoff

の
記
録
に
よ

る
と
（30

）
、
直
隷
・
山
東
の
二
省
は
、
初
め
極
め
て
柔
順
に
韃
靼
軍
に
歸
服
し
た
が
、
一
旦
辮
髮
の
令
が
出

る
と
共
に
、
俄
然
大
抵
抗
を
企
て
、
そ
の
頭
髮
を
保
護
せ
ん
爲
に
、
幾
千
の
死
人
を
出
し
て
居
る
。
北
支
那
で

も
當
初
辮
髮
反
對
熱
の
隨
分
高
か
つ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
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六

　
時
は
一
切
を
軟
化
せ
し
む
る
魔
力
を
も
つ
て
居
る
。
最
初
死
ぬ
程
辮
髮
を
嫌
つ
た
漢
人
は
、
流
石
に
康
煕
の

末
頃
ま
で
は
　
　C

areri

の
『
世
界
一
週
記
』
に
も
明
記
せ
る
が
如
く
（31

）
　
　
頗
る
辮
髮
を
喜
ば
な
か
つ

た
が
、
雍
正
・
乾
隆
・
嘉
慶
と
年
を
經
る
儘
に
、
次
第
に
辮
髮
に
慣
れ
て
來
て
、
果
て
は
髮
の
編
み
樣
、
頭
の

剃
り
樣
に
、
追
々
流
行
を
競
ふ
有
樣
と
な
つ
た
。
清
の
中
世
以
後
と
な
る
と
、
漢
人
が
そ
の
辮
髮
を
大
切
に
す

る
こ
と
は
一
通
り
で
な
い
。
五
天
一
打
辮
子
、
十
天
一
剃
頭
と
て
、
五
日
毎
に
一
囘
辮
子
を
編
み
直
し
、
十
日

毎
に
一
度
頭
髮
を
剃
る
の
が
、
普
通
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
之
で
は
滿
足
出
來
ぬ
者
が
尠
く
な
い
。
天
子
諒
闇
の

時
は
、
可
な
り
長
い
期
間
、
臣
民
は
一
切
剃
頭
出
來
ぬ
規
定
で
あ
る
が
、
こ
の
期
間
を
待
ち
詫
び
、
官
憲
の
目

を
掠
め
、
或
は
そ
の
默
許
を
得
て
、
剃
頭
鋪







に
立
ち
寄
る
者
が
甚
だ
多
い
。
咸
豐
帝
崩
御
の
際
に
於
け
る
光
景

は
、
當
時
北
清
在
留
の
英
人
の
手
に
よ
つ
て
傳
へ
ら
れ
て
居
る
（32

）
。
光
緒
帝
崩
御
の
時
の
實
況
は
、
吾
が

輩
の
親
し
く
經
驗
し
た
所
で
あ
る
。

　
さ
れ
ば
長
髮
賊
の
亂
の
時
代
に
は
、
江
南
の
漢
人
で
も
、
容
易
に
そ
の
辮
髮
を
改
め
る
こ
と
を
肯
か
な
か
つ

た
。
今
囘
中
華
民
國
が
建
設
さ
れ
た
當
初
、
嚴
し
く
辮
髮
を
排
斥
し
て
、
官
吏
學
生
の
間
に
は
、
可
な
り
斷
髮

が
實
行
さ
れ
た
が
、
民
間
で
は
ま
だ
ま
だ
辮
髮
が
勢
力
を
持
つ
て
居
る
。
特
に
北
支
那
に
於
て
左
樣
で
あ
る
。

昨
年
一
、
二
月
の
交
、
マ
レ
ー
半
島
に
於
て
も
、
ジ
ャ
ワ
に
於
て
も
、
在
留
支
那
人
間
　
　
勿
論
江
南
の
漢
人
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が
多
い
が
　
　
に
大
騷
動
が
起
つ
た
が
、
そ
の
最
大
原
因
は
、
辮
髮
と
斷
髮
と
の
爭
で
あ
つ
た
。
そ
の
後
引
續

い
て
起
つ
た
支
那
内
地
の
紛
擾
も
、
辮
髮
に
關
係
し
た
も
の
が
尠
く
な
い
。
舊
革
命
黨
側
の
人
々
は
、
或
は
北

京
で
斷
髮
強
制
會
を
結
び
、
或
は
參
議
院
に
斷
髮
厲
行
法
を
出
し
た
け
れ
ど
も
、
そ
の
結
果
は
要
す
る
に
失
敗

に
終
つ
た
。
今
日
で
も
北
京
在
住
民
の
約
五
分
の
四
は
、
依
然
辮
髮
者
と
傳
へ
ら
れ
て
居
る
。
こ
の
樣
子
で
は

辮
髮
の
命
脈
は
、
意
外
に
長
く
持
續
す
る
か
も
知
れ
ぬ
。

　
支
那
で
は
髮
厄
又
は
髮
禍
と
い
ふ
熟
字
が
出
來
て
居
る
。
全
世
界
に
於
て
、
漢
人
程
頭
髮
の
爲
に
厄
禍
に
罹

つ
た
種
族
は
あ
る
ま
い
。
金
時
代
に
辮
髮
の
令
發
布
さ
れ
て
か
ら
、
今
日
ま
で
約
八
百
年
、
明
の
三
百
年
足
ら

ず
を
除
く
と
、
そ
の
餘
の
五
百
年
の
間
、
漢
人
　
　
殊
に
北
支
那
の
漢
人
　
　
の
多
く
は
辮
髮
を
し
て
居
つ
た

の
で
、
こ
の
辮
髮
の
強
制
に
は
、
必
ず
怖
る
べ
き
威
嚇
殺
戮
が
伴
つ
て
居
る
。
明
・
清
革
命
の
際
、
若
く
ば
髮

匪
興
起
の
際
に
當
つ
て
、
辮
髮
す
れ
ば
南
軍
に
殺
さ
れ
、
蓄
髮
す
れ
ば
北
軍
に
誅
せ
ら
れ
る
と
い
ふ
有
樣
で
、

兩
軍
の
間
に
立
つ
た
漢
人
が
、
そ
の
頭
髮
の
處
置
に
窮
し
た
こ
と
は
、
吾
人
の
想
像
以
上
で
あ
る
。
頭
髮
の
爲

に
古
今
幾
十
百
萬
の
漢
人
が
、
そ
の
生
命
を
失
つ
た
。
實
に
世
界
稀
覯
の
奇
現
象
と
い
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
（
一

月
十
四
日
稿
）

參
照

（
１
）
『
説
郛
』
※
第
五
十
五

（
２
）
『
大
金
國
志
』
卷
三
十
九
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（
３
）D

e
H

arlez
;N

iu-tchisetM
andchous,rapportsd'O

rigine
etde

Language(J.A
.1888).p.248.

Lacouperie
;The

D
jurtchen

ofM
andshuria(J.R

.A
.S.1889).p.454.

（
４
）
（
５
）
『
大
金
國
志
』
卷
五

（
６
）
『
續
資
治
通
鑑
』
卷
一
百
六

（
７
）
『
宋
史
』
卷
四
百
四
十
九

（
８
）
『
説
郛
』
※
第
五
十
六

（
９
）
『
武
英
殿
聚
珍
版
全
書
』
所
收
『
攻
媿
集
』
卷
百
十
一

（10

）
『
金
史
』
卷
三
十
五
禮
志
八

（11

）
『
説
郛
』
※
第
五
十
六

（12

）
元
の
鄭
所
南
の
『
心
史
』
大
義
略
敍

（13

）
（14

）
（15

）R
ockhill;The

Journey
ofW

illiam
ofR

ubruck
to

the
Eastern

Partsofthe
W

orld.p

.7.（16

）
『
高
麗
史
』
卷
二
十
八

（17

）
『
高
麗
史
』
卷
二
十
七

（18

）
（19

）
『
高
麗
史
』
卷
七
十
二
輿
服
志

（20

）
『
高
麗
史
』
卷
二
十
八

（21

）
清
の
趙
翼
の
『
二
十
二
史
箚
記
』
卷
三
十
、
『
國
粹
學
報
』
乙
巳
號
所
載
、
黄
節
氏
族
變
第
五
、
及
び
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『
心
史
』
大
義
略
敍

（22
）
（23

）
『
東
華
録
』
順
治
卷
二

（24
）
『
東
華
録
』
順
治
卷
四

（25

）
『
痛
史
』
所
收
『
江
上
弧
忠
録
』

（26

）
〔d'O

rle'ans;H
istory

ofthe
tw

o
TartarC

onquerorsofC
hina.24.

〕

（27

）M
artin

M
artini;B

ellum
Tartaricum

orthe
H

istory
ofthe

W
arresofthe

Tartarsin
C

hina.283.

（28

）M
artin

M
artini;B

ellum
Tartaricum

.p.298.

（29

）
『
同
文
彙
考
』
卷
七
十
八

（30

）A
n

Em
bassy

from
the

E.I.C
.ofthe

U
nited

Provincesto
the

G
rand

TartarC
ham

.p.311.

（31

）A
V

oyage
round

the
W

orld(C
hurchill'sV

oyagesand
Travels.V

ol.IV
).p.358.

（32

）R
ennie

;Peking
and

the
Pekingese.V

ol.II.p.192.

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
正
二
年
二
月
『
藝
文
』
第
四
年
第
二
號
所
載
）
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